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商
工
会
青
年
部
連
合
会

通
常
総
会

四

月

二

十

二

日

（

月

）

、

令

和

六

年

度

通

常

総

会

が

県

中

小

企

業

研

修

セ

ン

タ

ー

に

て

開

催

さ

れ

た

。

和

田

会

長

は

開

会

に

あ

た

り

、

元

日

に

発

災

し

た

令

和

六

年

能

登

半

島

地

震

で

犠

牲

と

な

ら

れ

た

方

々

に

哀

悼

の

意

を

表

さ

れ

た

。

議

事

で

は

、

令

和

五

年

度

の

事

業

報

告

、

収

支

決

算

報

告

が

行

わ

れ

、

「I
M
P
U
L
S
E
 
o
f
 
P
A
S
S
I
O
N
 

～

愛

顔

（

え

が

お

）

を

胸

に

情

熱

を

持

っ

て

イ

ン

パ

ル

ス

活

動

を

～ 

」

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

と

し

た

令

和

六

年

度

事

業

計

画

等

の

全

議

案

が

承

認

さ

れ

た

。

総

会

終

了

後

、

青

年

部

女

性

部

合

同

に

よ

る

通

常

総

会

（

合

同

総

会

）

に

続

き

、

会

場

を

移

し

て

青

年

部

単

独

で

懇

親

会

を

実

施

し

た

。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

影

響

で

大

規

模

な

宴

会

等

を

自

粛

す

る

中

、

五

類

感

染

症

移

行

に

伴

い

お

よ

そ

五

年

ぶ

り

に

開

催

し

た

も

の

で

、

参

加

し

た

約

八

十

名

の

部

員

は

、

富

山

県

内

で

事

業

に

携

わ

る

青

年

経

済

人

と

し

て

、

大

い

に

語

ら

い

親

睦

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

た

。

開会挨拶を述べる和田会長

懇親会参加者による集合写真

ごあいさつ

富山県商工会青年部
連合会会長

和田 美樹

Content

P1 通常総会
ごあいさつ

P2 主張発表県大会・ゼミナール
主張発表中部ブロック大会
青年部全国大会
部長研修会

P3 レクリエーション事業
対抗ゴルフ大会
北陸三県商工会青年部連合会
正副会長等会議
宮城県商工会青年部連合会
との交流研修会

P4 元気な商工会地域づくり
支援事業
研修・広報委員会の活動報告

最
大
震
度
七
の
大
地
震
か
ら
始
ま
っ
た
令

和
六
年
。
九
月
に
は
豪
雨
災
害
、
年
明
け
に

は
青
森
県
な
ど
で
豪
雪
災
害
が
発
生
す
る
な

ど
、
日
本
各
地
が
自
然
災
害
に
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
。

富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
で
は
、
こ

の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
一
層
地
域

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
商
工
会
青
年
部
を
目
指

し
、
支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

震
災
間
も
な
い
一
月
。
私
た
ち
は
氷
見
市

と
石
川
県
志
賀
町
を
訪
れ
、
多
く
の
支
援
物

資
を
被
災
地
に
送
り
届
け
ま
し
た
。

ま
た
九
月
に
は
記
録
的
豪
雨
の
被
害
を
受

け
た
輪
島
市
門
前
町
に
向
か
い
、
延
べ
四
十

名
で
家
屋
か
ら
の
流
木
や
泥
出
し
作
業
等
を

行
い
ま
し
た
。

十
一
月
に
開
催
し
た
青
年
部
全
国
大
会
で

は
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協

議
会
と
し
て
、
復
興
支
援
シ
リ
コ
ン
バ
ン
ド

を
制
作
・
販
売
し
、
そ
の
収
益
金
を
石
川
県

へ
の
義
援
金
に
充
て
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
端
々
で
、
「
青
年
部
内

の
仲
間
た
ち
と
の
絆
」
「
青
年
部
と
地
域
と

の
絆
」
、
「
全
国
の
青
年
部
間
の
絆
」
を
強

く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
、
地
域

に
寄
り
添
っ
た
存
在
と
し
て
、
商
工
会
青
年

部
は
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
人
た
ち
と
か
け
が
え
の

な
い
地
域
の
為
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



主
張
発
表
県
大
会
・ゼ
ミ
ナ
ー
ル

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
交
流
研
修
会

優
良
賞
（
発
表
順
）

谷
井

拓
也
（

）

山
口

克
次
（
高
岡
市
）

高
平

侑
（
立
山
舟
橋
）

髙
田

裕
之
（
南
砺
市
）

富 
山 

市

八
尾
山
田

八
月
二
十
九
日
（
木
）
、
石
川
県
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
、

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
交
流
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
の
青
年
部
員
三
百
四

十
名
が
参
加
し
た
。

主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
は
、
富
山
県

代
表
の
上
市
町
商
工
会
青
年
部
の
堀
田
将
以
さ
ん
が
優
良

賞
に
選
ば
れ
た
。

大
会
終
了
後
、
「
商
工
会
青
年
部
の
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
全
国
商
工
会
壮
青

年
部
連
合
会

宮
窪
会
長
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連

合
会

夏
堀
会
長
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
、
青
年
経
営
者
の
資
質
向

上
を
図
っ
た
。

青
年
部
全
国
大
会

部
長
研
修
会

十
一
月
二
十
七
日
（
水
）
～
二
十
八
日
（
木
）
、

大
阪
府
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
吹
田
に
お
い

て
、
第
二
十
四
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

大
会
顕
彰
で
は
、
人
づ
く
り
部
門
に
高
岡
市
商
工
会

青
年
部
の
山
口
克
次
さ
ん
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

部
門
に
南
砺
市
商
工
会
青
年
部
の
北
川
智
之
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
ほ

か
、
長
年
の
貢
献
を
認
め
ら
れ
、
富
山
市
八
尾
山
田
商

工
会
青
年
部
の
伊
藤
貴
洋
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
。ま

た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と

し
て
出
場
し
た
石
川
県
能
登
町
商
工
会
青
年
部
の
鶴
野

晋
太
郎
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

十
二
月
十
八
日
（
水
）
、
入
善
ま
ち
な
か
交
流
施
設

う
る
お
い
館
に
お
い
て
部
長
研
修
会
を
開
催
し
、
県
下

商
工
会
の
青
年
部
長
ら
二
十
九
名
が
参
加
し
た
。

一
般
社
団
法
人
み
ら
い
ま
ち
ラ
ボ
合
同
代
表

坂
東

秀
昭
氏
を
招
き
、
「
自
分
が
源
～
自
分
が
変
わ
れ
ば
未

来
は
明
る
く
で
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

坂
東
氏
に
と
っ
て
、
地
域
貢
献
と
は
、
自
分
が
死
ぬ

最
後
の
瞬
間
こ
そ
が
人
生
で
最
も
幸
福
な
時
間
で
あ
る

と
感
じ
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
年
明
け
に
は
念
願
の

子
供
が
生
ま
れ
る
が
、
そ
の
子
の
未
来
を
明
る
く
す
る

た
め
に
も
、
活
動
の
歩
み
は
止
め
な
い
と
語
ら
れ
た
。

ま
た
研
修
終
了
後
、
青
年
部
功
労
者
と
し
て
全
国
商

工
会
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
二
名
（
和
田
会
長

・
平
副
会
長
）
の
部
員
の
表
彰
伝
達
を
行
っ
た
。

七
月
十
七
日
（
水
）
、
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大

会
が
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
呉

東
・
呉
西
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
選
出
さ
れ
た
七
名
の
代

表
者
が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
や
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ
た
発
表
を
行
い
、
上
市
町
商
工

会
青
年
部
の
堀
田
将
以
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

ま
た
大
会
に
先
ん
じ
て
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

会
長

夏
堀
将
太
郎
氏
を
招
き
、
「
青
年
部
の
歩
き
方
」

と
題
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
た
。

県
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り

最
優
秀
賞

堀
田

将
以
（
上
市
町
）

優
秀
賞
（
発
表
順
）

亀
井

彩
乃
（
射
水
市
）

宝
田

瑛
吾
（
入
善
町
）

発表を行った7名県代表として発表を行う堀田さん

全国制覇を果たした鶴野さん講演を行う坂東氏



レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

十
月
二
十
九
日
（
火
）
、
八
尾
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
商
工
会
青
年
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

県
内
の
各
商
工
会
青
年
部
か
ら
総
勢
八
十
六
名
が
参

加
し
、
個
人
戦
と
団
体
戦
で
ス
コ
ア
を
競
い
親
睦
を
深

め
た
。

○
団
体
優
勝

富
山
市
北
チ
ー
ム

二

位

小
矢
部
市
Ａ
チ
ー
ム

三

位

南
砺
市
Ａ
チ
ー
ム

○
個
人
優
勝

田
口

智
貴
（
富
山
市
北
）

○
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

清
水

大
介
（
小
矢
部
市
）

北
陸
三
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
正
副
会
長
等
会
議

十
一
月
十
日
（
日
）
、
南
砺
市
城
南
屋
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
開
催
さ
れ

た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」

を
通
じ
て
、
交
流
・
親
睦
を
深
め
た
。

ま
た
「
モ
ル
ッ
ク
」
終
了
後
、
イ
オ
ッ
ク
ス
ヴ
ァ
ル

ト
に
会
場
を
移
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
実
施
。
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
を
囲
む
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
の
一
体
感

を
醸
成
し
た
。

○
大
会
結
果

優

勝

南
砺
五
車
星
チ
ー
ム
「
雲
」(
南
砺
市)

二

位

メ
ル
モ
モ
チ
ー
ム
（
小
矢
部
市
）

三

位

マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
チ
ー
ム

（
富
山
市
八
尾
山
田
）

参加者による集合写真参加者による集合写真

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
と
の
交
流
研
修
会

九
月
十
三
日
（
金
）
、
庄
川
温
泉
風
流
味
道
座
敷
ゆ

め
つ
づ
り
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
三
県
青
連
よ
り
三
十

三
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
発
災
を
踏
ま

え
、
災
害
支
援
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
も
の
で
、
研
修

会
で
は
全
青
連
会
長
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

支
援
に
あ
た
る
と
共
に
、
「
１
０
０
円
玉
募
金
」
制
度

を
創
設
し
た
宮
窪
大
作
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
大
規
模

災
害
発
生
時
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
心
構
え
」
と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
宮
窪
氏
立
会
い
の
下
で
「
大
規
模
自
然
災

害
対
策
等
に
関
す
る
協
定
」
を
三
県
青
連
で
締
結
し
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
協
力
を
誓
い
合
っ
た
。

十
一
月
六
日
（
木
）
～
七
日
（
金
）
、
仙
台
市
の
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
と
の
交
流
研
修
会
を
開
催
し
、
両
県
青
連
あ
わ
せ

て
五
十
六
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
石
川
太
郎

氏
を
招
き
「
震
災
か
ら
の
復
興
」
と
題
し
、
講
演
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
班
に
分
か
れ
「
私
た
ち
が
身
近

に
で
き
る
防
災
・
減
災
に
関
す
る
取
り
組
み
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
「
企
業
」
「
家

庭
」
「
地
域
」
「
自
分
自
身
」
「
商
工
会
青
年
部
」
の

5
つ
の
切
り
口
で
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
た
。

ま
た
二
日
目
に
は
、
国
宝
瑞
巌
寺
と
松
島
湾
を
視
察

、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
状
況
を
再
認
識
し
た
。

出席者による集合写真出席者による集合写真



元気な商工会地域づくり支援事業

能登半島地震被災事業者を招いた
イベントの実施事業
富山市北商工会青年部

研
修
・広
報
委
員
会
の
活
動

【
研
修
委
員
会
】

南
砺
市
商
工
会
青
年
部
の
佐
藤
で

す
。
研
修
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
委
員
会
で
は
、
青
年
部
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
計
四
回
開
催
し
、
宮
城
県

青
連
と
の
交
流
事
業
を
富
山
と
宮
城

で
各
一
回
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

二
年
目
も
引
き
続
き
各
単
会
地
区
の

持
ち
回
り
で
委
員
会
を
開
催
し
、
地

域
ご
と
の
特
色
や
風
土
を
知
る
機
会

を
設
け
ま
し
た
。
移
動
が
伴
う
中
で

も
多
く
の
委
員
が
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
を

通
じ
て
事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

特
に
三
月
に
行
っ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
主
張
発
表
大
会
県
代
表
に
よ
る
座

談
会
」
は
初
の
試
み
で
あ
り
、
代
表

者
の
熱
い
想
い
を
共
有
す
る
場
と
し

て
参
加
者
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

二
年
間
を
通
じ
て
、
委
員
同
士
の

絆
が
深
ま
り
、
社
業
を
通
じ
た
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
た
り
、
ゴ
ル
フ
を
共

に
楽
し
む
仲
間
が
で
き
た
り
し
た
こ

と
が
、
何
よ
り
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
得
た
多
く

の
経
験
や
学
び
、
そ
し
て
か
け
が
え

の
な
い
ご
縁
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
と

ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
二
年

間
の
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
広
報
委
員
会
】

広
報
委
員
長
の
富
山
市
八
尾
山
田

商
工
会
青
年
部
の
加
藤
で
す
。

青
年
部
の
み
な
さ
ん
二
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
支
え
ら

れ
、
二
年
間
務
め
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

二
年
目
も
昨
年
度
同
様
、
県
青
連

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
運
営
と

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
広
報
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

中
で
も
今
年
度
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
に
て
、
県
青
連
初
の
取
組

と
な
る
県
連
合
同
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。

そ
し
て
新
た
に
、
お
互
い
の
単
会

イ
ベ
ン
ト
を
共
有
し
た
い
と
い
う
声

が
上
が
り
、
毎
月
各
単
会
の
イ
ベ
ン

ト
を
一
覧
に
し
て
、
月
初
め
に
各
単

会
の
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
共
有
す
る

事
業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
も
限
ら

れ
た
時
間
で
こ
こ
ま
で
で
き
た
の
も

、
広
報
委
員
の
み
な
さ
ん
の
お
陰
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
期
の
広
報
委
員
の
み
な
さ
ん
に

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を

引
き
継
い
で
行
っ
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

研修委員長
佐藤 良介

広報委員長
加藤 将仁

地震の影響が続く中で、被災地
への注目が薄れつつあることに危
機感を抱き、企画しました。当日
は２事業者が出店し、商品販売や
被災経験の共有を通じて事業再建
を支援しました。防災意識を高め
るために、消防車両の試乗体験や
パネル展示、募金も行いました。
イベントを通じて、地震の被害

を改めて思い出してもらい、支援
の機運を高めることができました
が、復興支援は長期的な取り組み
が必要です。今後も復興支援と防
災意識の向上に努めていきます。

青年部員の社業を活かした
南砺市の未来へつなぐ事業

南砺市商工会青年部

南砺市民に青年部員の事業を知
り関心を持ってもらうことにより
、消費活動の促進や地域経済の発
展につなげること、子供たちに将
来、地元で仕事をすることに興味
関心を持っていただくことを目的
に「なんとワクworkパーク」を開
催いたしました。
当日は職業体験ブースや縁日ブ

ース、飲食ブースに加え、ものづ
くり体験ができるチャレンジマイ
スター事業も同時開催することに
より、多くの方にご来場いただく
ことができました。

射水市を舞台とした街コンを開催

射水市商工会青年部

射水市内の魅力ある特産物や事
業所を紹介し、定住につなげよう
と街コンイベントを開催しました
。射水市出身の柴田アナウンサー
司会のもと、特産物であるヘチマ
を使用したゲームを行ったほか、
飲食では白エビやカニといった海
産物から、りんごや梨、地酒等を
振舞い地域にこだわった内容で実
施。当日、男女総勢62名の参加者
から8組のカップリングに成功し、
市内で使える商品券を配布するこ
とで地域の賑わい創出にも貢献し
ました。

地域資源を未来へつなぐ
ふるさとアンバサダー育成事業

庄川町商工会青年部

「地域資源をまちづくりに活か
す！」という思いで、地域資源
の啓発事業として3つのイベント
を行いました。しょうがわ認定
こども園で開催したイベントで
は「庄川清流温泉」「庄川鮎」
「庄川ゆず」をテーマに、足湯
体験や鮎のつかみどり、ゆずじ
ゃがの試食会に加えて、パネル
展示で地域資源の優れた点を紹
介し、地域の次世代を担う保護
者や園児に、楽しく分かりやす
く、地域資源の魅力を伝えるこ
とが出来ました。
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